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＜連絡事項＞

・本日法人研修（ビデオ）あり。各自参加のこと。

・5/23～5/25まで中級の昇格試験予定。対象者は5/10～5/17までに受験申し込みを行うこと。

＜患者様連絡事項＞

・清川　いし様～本日10：00自宅へ退院となる。

・畠山　正治様～本日14：00自宅へ退院となる。
・小澤　和子様～5/8～5/10の外泊を行っているが、5/9夕食後薬と5/10朝食後薬を怠薬し帰院。外泊中の薬管理は全て本人が行っており、お兄様は自分で服用していると思っていたとの事。田名部Ｄｒへ報告し、怠薬分は廃棄し様子観察の指示受ける。

・本田　英之様～5/17　16：00から家族面談調整済み。

・畑中　成夫様～5/19　15：00から家族面談調整済み。

・前田　誠子様～退院日について5/14で田名部Drから許可あり。家族へ連絡し、10：00退院予定。初外来について5/31にして欲しいとお母様から希望あり。田名部Drへ確認して日程を決定予定。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。本日より午前・午後各1時間の開放観察開始となる。私物に関する要求や声高さなく、開放観察中も他者トラブル無く過す事出来ている。喫煙については、開放中に1本ずつ可の指示となる。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜深澤Dr患者様診察情報＞

・赤坂　登志様～血糖は落ち着いている為測定は本日より中止。明日南病棟へ移動。

・河原崎　キヨエ様～施設申込みの進行状況をＳＷへ確認するよう指示あり。

・木村　美智子様～西病棟への移動に不安を訴えるため、1度見学し移動を検討。

・小舘　アツ子様～妄想に左右された言動見られている為、内服変更。定期止めとなり、臨時薬2週間分処方。

・水梨　孝純様～体重測定行うよう指示あり。

・船田　泰子様～夜間の睡眠不安定である為、就床前薬変更となっている。

・桑原　幸一郎様～本日より発熱見られ食事摂取状況不良の為、点滴3日分処方。内服薬も一部変更となっている。

・澁谷　兼一様～持参薬を当院処方へ切り替え。

・池野　功一様～点滴6日分処方。フロセミドの内服は21日分処方。経管栄養や中心静脈栄養については内科医と検討するよう指示あり。

＜要注目患者様＞

・袴田　将志様～各食概ね全量摂取。不調の訴えや多飲水は無い。自室・ホール間を往復している。引き続き精神症状の観察と転倒に注意していく。

・畑中　成夫様～喫煙室のガラスをノックする・Bユニットに向かって手を振る行為持続しており、時に他者より怒鳴られる事あり、介入要している。介入にて一時的に止めるもすぐに同行為繰り返す。神に関する発言は聞かれない。引き続き、精神症状の観察をしていく。

・澁谷　兼一様～左手の疼痛訴えやシーネ固定を外す事や不穏さは無い。引き続き、骨折部位の安静が保たれ、良肢位が保持できるように介入していく。

・桑原　幸一郎様～起床時の体温37.4℃。朝食むせ込み強く、ヨーグルトと茶寒天のみ、昼食は見守りにて主・副食2/3ずつ摂取。体温37.9℃～37.4℃、他バイタルサイン異常・酸素飽和濃度低下無し。痰絡みあるも自己排痰出来ている。

・木村　留吉様～今朝より鼻汁・鼻声あり。朝食主食全量・副食1/3、昼食主食1/2・副食1/4摂取。14:00体温38.2℃、湿性咳嗽あり、主治医へ報告し、食事は摂取出来ており活動性の低下ない為、経過観察の指示あり。クーリング・寝具調整にて対応。16時体温37.8℃で経過。

・小舘　アツ子様～妄想に左右され帰宅要求あり。「迎えが来ない」と不機嫌さ見られている。昼食は食欲不振訴え数口で摂取終了。スタッフへ妄想内容を強く訴える事はない。午後より親戚の面会あり、外出や退院は親戚では許可できないと説明されると納得している。

・聖前　偉三郎様～バイタルサインは異常ないが、痰がらみ著明で頻回な吸引を要している。口腔ケアでのむせ込みあるが、食事の要求聞かれている。引き続き、身体状態の観察を行っていく。

・池野　功一様～点滴の自己抜去あり刺替え行う。バイタルサインは異常なし。エプリッチはむせ込み無く全量摂取しているが、嚥下に時間要している。酸素飽和濃度は97～95％で経過。引き続き、身体状態の観察を行っていく。

・船田　泰子様～各食2/3摂取。自室でテレビ観て過ごしているが動作緩慢でトイレ間に合わず失敗しシーツ汚染見られる。疼痛の訴えはない。日課に声掛け要し、眠っている事が多い。ふらつき見られており自室内で転倒したと訴え聞かれているため要注意。

＜新入院患者様＞

氏　　名：澤口　利香様

生年月日：平成　5年1月26日　24歳

性　　別：女性

病　　名：境界性パーソナリティ障害

入院形態：医療保護入院(当院4回目)

主治医　：伊藤Dr
【経過】

前回退院後（H29.3.29）は定期的な外来通院・青陽館利用していた。時折、苛々し過食・嘔吐を繰り返す様子が見られていた。5/9苛々して大声を出したり、夜間にコンビニで酒を購入し飲酒する事やネットで薬を購入して服用しており、対応困難と母様より相談あり。同日、母様のみ診察し、上記症状改善目的で入院調整実施。Ｈ29.5.10　15:00東病棟Ｂユニットへ医療保護入院。
【備考】

・家族洗濯・カードなし

・病名については本人へ未告知

・電話制限開始～本人がお母様へ連絡し脅す行為や、他人に連絡し物品の手配をする恐れがある為

・間食禁止

・外出禁止

・スマートホンの所持禁止

・体重測定は木曜日の起床時のみ

・タバコは制限しないが、1日の本数を確認する事と他者との物品のやり取りを止める事を目的として、本人からの希望時に5本程度ずつ渡す。スタッフは1日の本数を把握しておく事。

